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西九州地区に於けるブイラリア防過の実験的研究

大森南三郎 嘉村猛 藤崎利夫 末永欽
長崎大学風土病研究所衛生動物学研究室

北村 精一 片峰大助 江良栄一 深町弘光
長崎大学風土病研究所臨床部

（昭和 34年6月3日受領）

I. 緒言

吾固におけるフィラリア防遁の新しい一つの試みとし

て，伝搬蚊を撲滅しつつ仔虫保有者の集団関駄治療を行

って侵淫地から完全に木病を撲滅しようとする計画の下

に，文部省科学試験研究費の補助を受けてフィラリア撲

滅研究班が結成された。長崎地方班としては北村精一学

長，風土病研究所衛生動物学研究室及び同臨床部が共同

して長崎県の離島小値賀町において昭和33年夏からフィ

ラリアの撲滅実験を開始した。

小値賀町には人の住む五つの属島があるが，昭和26年

及び27年の夏に片峰 ・大森等によってフィラリアの侵淫

度及び蚊族の調査が行われ，その内，薮路木，大島，納島

は侵淫度が可成り高く， j氏族の発生状況も特長があり，

各島が夫々隔離されていて，各種方法による集団治療，

蚊族の撲減実験を行うのに適した土地であると予て考え

られていた所である。実験は尚継続中てあるがとこに33

年度の実験成績を， A ：対蚊族対策と B：対仔虫保有者

対策とに分けて報告する。

対蚊族対 策

I.各島の概況と蚊の発生状況

実験を行った 3属島共，第1図に示すような小島てあ
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文部省試験研究「糸状虫駆除研究班」報告第 3号，長

崎大学風土病研究所業績第 306号

って周囲は岩礁地帯て固まれ， 中央は小高い岡状をな

し，ととに数カ所の草原があって牧場として使用されて

いる。森林地帯は殆んどなく，若干の松林，雑木林があ

るに過ぎない。何れの島にも竹類は全く生育していな

第1図 長崎県北松浦郡小値賀町略図

い。とのような地形，植相のために各島共に河川らしき

ものはなく ，疎林の凹地から発する小川らしきものがあ

って雨期には流れるが，乾燥期には枯渇する。部落内に

はじ 2本の溝のような小川があって，とれに沿った家

の下水が流れ込むが，河床は岩板て凹凸甚だしく，そこ

に大小の溜りができている。水田は島によって全くない

か，極く僅かにある程度て，島民は生活程度低く，農業

叉は漁業に従事し，主要作物は凌と甘藷である。との地

方は牛の飼養が盛んで各戸毎に牝牛を飼い，子牛を売っ

て生活の一助としている所謂和牛の産地であるので牝牛

を非常に大切にする。雨期或は寒冷期には簡単な畜舎へ

入れるが普通は庭先叉は部落内の数カ所の公有地に繋留
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昭和 34年 12月 (1959）〕

しておくが，牧草の生育する春から初秋迄の聞は牧草地

に昼夜共， lOm余の長い網で繋留しておく。部落民は牛

を夜間畜舎に入てておくと蚊に刺れれるので風通しのよ

い庭先叉は牧場におくのだと云っている。

各島の戸数は33～51戸て何れも海岸近くにかたまって

居り，家屋の周辺には薮が多い。家庭下水は不完全で下

水溜りとなり或は下水溝（小川〉に流れ込んで大小の汚

水溜りとなっている。とれらはアカイエカの好適発生場

所となり，場所によってはコガタアカイエカも発生する

ととがある。畑の中には水肥溜が多数にあって肥料を使

用した後雨水が溜ってアカイエカの大発生場所となって

いるものが多い。海岸の岩礁地帯には無数のロックプー

ノレがあってトウゴウヤブカの好適発生地となっている。

然し，一方水田が非常に少なく，湿地帯が殆んどないの

でシナハマダラカ等の発生数は非常に少ない。叉，基地

は粗末て水の溜る容器が少なく，竹林が全くないのでヒ

トスジシマカその他の薮蚊類は殆んど自に付かない。以

上の諸事情は島によって多少異なるので夫々についてそ

の特長を略記する。

1. 薮路木

本島は最少の島て，戸数33，全戸漁業に従事している

が生活水準は最も低い。水田及び水肥溜は全くなく ，蚊

の発生場所としては，家庭の下水溜，下水の流れ込む下

水溝，及び部落中央にある 2m2の防火用水槽等が主な

もので，これらはアカイエカの好適発生場所となってい

る。海岸の岩礁地帯に多数のロックプールがあってトウ

ゴウヤブカの発生場所となっているのは各島共同様であ

る。

2. 大島

本島は最も大きく ，戸数日，若干の水田を有し全戸民

業に従事していて生活水準は 8島の内ては最も高く民情

もよく相談事のよくまとまる島である。蚊の発生場所と

しては下水，下水溜の他に，畑の中に約40の水肥溜があ

る。

3. 納島

本島は大きさ中等，戸数38，僅かの水田があり，半

炭，半漁て生活水準は中等であるが，相談事のよくまと

まらない島である。蚊の発生場所としては下水，下水溝

の他に約35の水肥溜がある。

l［.蚊族の基礎調査及び撲滅実験成績

フィラリア防遇作業即：！：；，，成虫の基礎調査，全員採

血，蚊の成虫に対する諜留噴霧，幼虫に対する薬剤散布

及び服薬作業の実施状況は第2図に示す通りである。実

事を跨木島
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第 2図 小値賀町に於けるフィラリア防遁作業一覧

表 VII-IX,1958 

験成績について述べる前に，残留噴霧及び幼虫の駆除方

法について記載しておく。

残留噴震 ：残留噴霧を行うに当って注意すべき事は

蚊の屋内における静止場所である。明義実施の約2週間

前に行った基礎調査の結果ては家によって大いに異な

り，裕福な或は大きな家ては屋内広く天井が高いので蚊

は主として側壁に静止するが，倭小なft困な家ては屋内

狭く天井低く薄暗くて家具雑物が雑然とおかれていて蚊

は昼間，天井哀，側壁，雑物の内外等到る処に静止して

いる。とのような状況は賛漁村である薮路木て普通にみ

られる。とのような事情から劃一的な散布方法は採用で

きず天井，側壁，家具等あらゆる静止面へ散布すると散

布面積従って薬剤の量が非常に多くなるので，天井高く

よく整理されている室を除き，原則として天井及び側曜

に対して，30cmストリ ップ法（水平に30cm巾て30cm

置きに散布する法〉によった。散布は第l表に示すよう

な基準により，ゲージ付二辿水平動噴霧器を用いて 40

psiの圧力て、30cmの距離から各薬剤の稀釈液を 50cc/m2

になるように散布面に垂直に吹き付けん。一戸平均の散

布面積は 122～150m2 て，もし天井及び側壁の全面に

散布するとすれば・'tの面積は上の 2倍となり薬価も従っ

て2倍となる筈である。

幼虫に対する薬剤散布：；幼虫に対しては第2表に示す

ように発生場所の水量に対して D・DT を1ppmの割合

に散布するように各島の青年間叉は婦人会の幹部に指導

して散布させた。との方法が薮路木と大島て、は略正確に
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幼虫に対する薬剤撒布第 2表成虫に対する残留噴霧第 1表

薮路木

33 

名

数

島

戸
島

使用薬剤

幕内

50 % DDT 
ァ1＜和斉リ

×50 

？ 

島

40% DDT 
ペースト

×40 

lppm 

大薮路木

40:Jb DDT 
ペ｛スト

×40 

lppm 

名島納島

38 

5%デlレド
リミ／手L斉日

×10 

50;?6' DDT 
オく和斉iJ

×12.5 

大島

51 

3 7 8 

標準撒布量

薬剤使用回
数

使用総量

一回平均使
用量

50cc/m2 
DDT 

(2g/m2) 

50 cc/m2 
デJレドリジ
(0.25g/m2) 

使用薬剤

標準撒布量

使用薬剤量

一戸当り 最
大撒布量

一戸当り最
小撒布量

一戸当り平
均撒布霊

一戸当り平
均薬価

薬価

一戸当り平
均薬価

32円（11円）

1,200円

43円（6円）

2,167円
4.5l(0.36kg) 2 /(0.2のl.5 l(0.15kg) 

イ面

成虫は減少しなかった。

成虫に対する残留噴霧及び幼虫に対する薬剤散布によ

る撲滅効果は，撲滅作業実施前後の採集成績を比較すれ

ば牙るが，それらの成績は第3表，第 4表及び第3図に示

されている。第3表は夜9～11時の間に 2名の採集者が

4軒の人家内て夫々20分聞に採集網及び吸虫管て、採集し

た成虫数を示したものである。薮路木，大島ては極めて

著しい効果がみられるのに反して納島ては幼虫対策を怠

ったために著しい効果は現われていない。第4表は，内

薬

6.l l(0.6kg) 7.51(0.75の7.ll(O. 75kg) 

284円373円333円

40:;6' DDT 
ベースト

×10 

稀釈液
50cc/m2 

DDT 
(2g/m2) 

稀原液
200 l(20kg) 380 l (38 l) 2701(21.6 kg) 

15 l(l.5kg) 161(1.6 l) 10.5l(0.84kg) 

3.6kg 3.9kg 2.4kg 

第 1回第1回第 1回
0. 25 kg 0. 4 kg 0 . 125 kg 

0 . 45 kg 0 . 56 kg 0. 8 kg 

8回(1回
分分）
61円（8円）

2,000円

11, 111円

実行されていたが散布間隔は 7日に l回の原則が 7～10

日となり 9月には半月に 1固に延びた事もある。然し納

島ては後で述べるように適当な指導者を得られず第1回

目だけ実行されたが後は吾々の勧告にも拘らず殆んど実

行されず， 9月に入ってこの島だけ蚊が次第に多くなっ

たので幼虫駆除を始めたがやはり不徹底て、あったために

10,800円19,000円

残留噴霧前後に於ける成虫の夜間採集成績， 1958

「25/VII40 % DDTペースト残留噴霧

第 3表
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889 (1959）〕昭和 34年 12月

T30/VII 50 % DDT水和剤残留噴霧

（%） 
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235(100.0) 69 34 19 15 55 43 

幼虫の発生状況， 1958
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アカイエカが時に少数混棲或は単独に発見される程度で

あった。との表からも薮路木及び大島ては幼虫の発生量

は激減しており，納島ては特に水肥J留においてあまり減

少していない事が牙る。第3図は残留噴霧実施前後に人

家内て夜間採集された成虫の数と幼虫の！駆除回数との関

係を図示したものであるが，上に述べた幼果の現れ方が

よく牙る。納島ては 7月上，中旬頃一時的に婦人会によ

って溝及び一部の水肥溜に廃油を散布した事があるので

残留噴霧前に蚊が一時少なかったが，その後全く協力し

なくなったので 9月中旬以後成虫の数が次第に多くなっ

ている。との図から残留噴霧は顕著な撲滅効果を現わし

約 1.5カ月位の聞はその効果が持続するが，幼虫の駆除

を併せて行わなければそれ以上効果は持続しない。実際

に，幼虫駆除を確実に行った薮路木及び大島て、は実験開

始後蚊帳を使用するものなしとの年は 9月以後も終に

蚊帳の必要を認めなかった。

llI. 自然感染の調査

残留噴霧実施の 2週間前に行った蚊荻調査む際に仔

第 3図残留噴霧後に於けるアカイエカ

成虫数の減少， 1958一
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一
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「30/VII残留噴霧
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H十

件

大下水溝

家庭用下水溜

人工的容器

水肥溜

ロックフ’~Jレ

島議内

経約 15cmの採集杓子て5回採集して得られた幼虫数が

0, 1～10, 11～30, 31～50及び51以上である時に夫々

一，±，＋，＋十及び制等の記号て表した幼虫の発生霊を

示した表てある。ロックプールては専らトウゴウヤブカ

が発生（本種の発生場所ては多くの場合杓子の使用が不

可能であり幼虫や踊は水表面に必ずしも浮ぴ上つてはい

ないので肉眼的にその多寡を判定した〉するが，その他

の発生場所ては主としてアカイエカが発見され，コガタ
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第 5表 アカイエカの自然感染， 1958

家名
自然感染

採集一一一一重感
蚊 押＂備考

蚊数% /j<;: 

薮路

早蚊朝帳

内

木 早朝
屋内

11/VII 夜屋間内

薮路 早蚊朝帳

木 内

早朝
9/VIII 屋内

大
蚊早朝帳

内
島

早朝
13/VII 

屋内

蚊早帳朝

納 内

島 早

14/VII 屋朝内

川元イト 41 15 36.6 0 コ2

橋本久次郎 145 31 21.4 0 

川元イト 26 2 21.4 1 

川元イト 37 11 29. 7 1 

福田仙一 1 。。。
福田仙一 1 。。。
山田 イト 14 。。。
溝口美代司 9 。。。
山田イト 1 。。0 (tog.) 

竹田留司 12 1 8.3 。
湿口美代司 13 。。。
主主永六太郎 12 。。。

益永六太郎 14 1 7.1 。コ1

田中助一 10 。。。ォ 1

曾 早朝
同 蚊帳崎村市蔵 4 0 0 0 

11/VIII内

虫保有者のいる家て早期蚊帳内て採集される成虫，早朝

屋内に逗留しているもの及び夜間患家へ侵入してきた蚊

について自然感染の有無を調べて第5表に示すような成

献を得た。 Cの表からも分るように人家内て採集される

ものは殆んどアカイエカであって， トウゴウヤブカ，コ

ガタアカイエカ，オオクロヤブカ，シナハマダラカ等は

稀にしか発見されない。薮路木ては自然感染率が特に高

いがCの島は上述したように生活程度が特に低くどの家

ても蚊帳は使用していたがやぶれていたり，床板の隙聞

から蚊！限内へ蚊が自由に出入てきたりするようなものも

あって表に示すような多数のアカイエカが採集された。

特にこの部落て注意を71いたのは川元宅て採集された 2

平体内にはI期の末期の幼虫と感染幼虫とを保有してい

た事である。との蚊は数日前と10数日前との 2固に感染

血を摂取したものと考えねばならない。残留噴義実施後

は蚊は殆んど採集されなくなり，自然感染蚊も発見され

〔寄生虫学雑誌、・第 8巻・第 6号

に
d
1
i

コ
シ

なかった。

とζて、， トウゴウヤブカの吸血性について一言してお

きたい。本種は実験的にフィラリア幼虫に対レて感受性

強く教室の大島 (1056）は自然感染を認めた事もあるが

人血種好性は低く，との 3島の海岸地帯にも移産するの

に人家内ては殆んど発見されない。牛血曙好性について

は，牛が殆んど牛舎に入れられる事なしに屋外て繋留さ

れているのでその程度は牙らないが，牛が畜舎に入って

いる時でもあまり多くは発見されない。或は畜舎内に逗

留する性質が特に弱いのかも牙らない。何れにしてもト

ワゴウヤブカの吸血習性は尚不明なものがある。

IV.総括

1) 長崎県離島の小値賀町に属する薮路木，大島，納

島はフィラリアの可成り高率に侵淫している島島てある

が，ととて昭和33年7月から，伝搬蚊の撲滅と仔虫保有

者の集団関歌治療とを行って本病を撲滅する実験を開始

した。実験は引続き継続するが，とこに昭和33年度の成

績を対蚊族対策と対仔虫保有者対策とに牙けて報告す

る。木編は蚊族対策についての実験結果を纏めたもので

ある。

2) 各島共岩礁に閤まれた戸数僅かに33～51戸の小島

て，中央は低い岡をなし，そとに数カ所の牧草地と畑地

と疎林とがあるのみで水田は全くないか非常に少ない。

住民は良業叉は漁業に従事し生活程度は非常に低い。主

要な発生蚊はアカイエカとトウゴワヤブカて，前者は家

庭の下水溜，下水溝，水肥溜等に大発生して人家へ来襲

して人血を噌好し自然感染率高く専らフィラリアを伝搬

しているものと考えられる。後者は，海岸地帯のロック

プールに移産するが人家や蚊帳内へは殆んど侵入せずフ

ィラリア伝搬上は殆んど問題にはならないと考えられ

る。

3) 7月下旬，成虫に対してDD T 2 g/m九デルドリ

ン0.25g/m2の割合て 30cm置きのストリップ法によっ

て残留噴需を夫々一同行い，幼虫に対しては発生場所の

水量に対して DD T を1ppmの割合て 7～10日間隔て

散布した。

4) その結果，幼虫の葵剤駆除を忠実に行った薮路木

及び大島ては極めて顕著に撲滅効果が現われ，との年は

終に全戸蚊l援を使用せずに冬を迎えた。然るに納島ては

残留噴霧実施後約 1.5カ月聞は成虫の飛来数が非常に少

なかったが 9月中旬以後は次第に多くなって殆んど全戸

蚊帳を使用せねばならなくなった。とれは納島て，幼虫

の駆除を第1回目以後は殆んど行わなかった事によるの

( 48 ) 
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った。とれら有症者て仔虫を発見出来なかった感染者を

加えると各島の感染率は夫々 11.28%,20.00%, 28.48 

%となるく第6表〉。

(1959）〕

てあるが，cの事から残留噴霧を実施後継続して定期的

な幼虫の駆除を行わねば著しい撲滅効果を長く期待する

事は困難てあると考えられる。

昭和 34年 12月

II.集団治療の方針

Diethy lcarbamazineによって糸状虫症の治療を行う場

合，l日量を 6.0mg/kgとし，とれを 6固に牙服， 10日

乃至14日投与する方法が血中濃度が最も高く，治療効果

も勝れているととを報告したが，集団を対象とした治療

となると経費や，投与の方法等の面から制限を受ける。

従って実施可能な簡単な投与方法て，しかも最少の量て

適確な効果を挙げるととが肝要てある。仔虫に刻ーして有

効に作用する最低血中濃度は概ね 0.8～1.0μg/dl附近

にあるものと考えられるので，一時的にせよ確実にとれ

以上の血中濃度を示す 2.0mg/kgを1回虫とし〈第』

図），10固に総量 20mg/kgの投与を行った。 .fillJち納島て

は毎日 1回，10日間〈第1群〉，大島ては 1週に1回， 10

週間（第2群〉，薮路木島ては 1カ月に 1回， 10カ月間

（第 3群〉の治療を行った。尚検血により仔虫を発見出

仔虫保有者対策

I.実験地区における感染状況

我々がモデルケースとして選んだ小値賀町〈第1図〉

の納島，大島，薮路木島の全住民 721名について夜10時

以後耳菜より 20cmmの採血を行いミクロフィラリアの

検索を行った。

感染状況
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第 6表
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その成績は第6表に示すように好虫陽性率は納島 266

名名中14名， 5.26%，大島 290名中20名， 6.90%，薮路

木島 165名中34名， 20.61%で，薮路木島に高い陽性率

がみられた。年齢別にみると20哉以上のものに急激に陽

J性率が高くなる。」歳以下の小児には陽性者を得なかっ

た。薮路木島ては 9歳以下の学前に既に 8.0%の陽性率

がある〈第7表〉。呈する症状としては一般に軽く ，くさふ

るい発作，陰嚢水開，乳び尿症で，象皮病は発見されなか

象皮病

。
手しピ尿

9 

くさふ陰嚢

るい 水腫

6~ 19 

症状

（藷）

48 24 

2.0mg/kg投与時の血中濃度

/J.g （マイクログラム）

12 14 16 16 8 10 
Time 

第 4図

年齢別に見た仔虫陽性率
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検査陽性
人員者

41 0 
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10 3 

1 0 

第 7表

% 

0 
0 

2.00 

12.90 

5.71 

10.53 

8.33 

0 

30.00 

0 

% 

0 
8.00 

19.35 

27.27 

31.58 

6.67 

38.46 

45.45 

33.33 

薮路

検査陽性
人員者

20 0 
25 2 

31 6 

22 6 

19 6 

15 1 

13 5 

11 5 

9 3 

年齢

O～ 4 
5～ 9 

10～19 

20～29 

30～39 

40～49 

50～59 

60～69 

70～79 

80～89 

( 49 ) 
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第 10表駆虫効果／第 3群，薮路木島）

2.0 mg/kg 1月 1回 10カ月間

仔虫数
第 3回
投薬後

(60cmm) 

第 1回投
薬25日後

(20cmm) 

第 8表駆虫効果f第 1群納島）

2.0 mg/kg 1日1回 10日間
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第 9表駆虫効果（第 2群，大島）

2.0 mg/kg 1週 1回 10週間
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来なかったものの中にも潜在性の感染者が存在する可能

性があるので，仔虫の有無にかかわらず満 5歳以上の全

員について投薬を行った。

］［.治療成績

駆虫効果を仔虫陽性者についてみると，第1群，第2

群ては何れも 3回投与後あたり から仔虫の減少が著明

て， 20cmmの検血成績で大島ては第9回服薬後13例中

12例，納島ては第10間服薬後10例中 6例に仔虫が陰転化

し，陰転しないものでも仔虫数の激減がみられる。尚投

薬終了後大島ては40日目，納島ては70日自に 60cmm採

血して仔虫を検索すると，前者ては1（）例中 8例，後者て
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昭和 34年 12月 (1959）〕

は111例中 7例に極く少数てはあるが仔虫の残存するのが

確認された。 即ち仔虫の著明な減少はあるが，その陰転

率は第1群ては 36.36%，第 2群ては50%となる。 第 3

群の薮路木島は第 3回服薬後の成績までしかわかってい

ないが陰転者は26例中1例て，一般に仔虫数の減少も著

明ではない。まだ観察途上て確実なととは云えないが，

2.0mg/kgの10回の投与では，1週1回投与法が最も優

回れているように思われる（第 8' 丸山表〉。

今後治療終了後の仔虫の推移，仔虫陰転者からの陽転

の有無，新感染の出現等を観察し最も効果的， 能率的な

集団治療の方法を引続き追及する予定である。
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び 25°C で飼育した感染蚊の体内に 於けるフィラリ
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族の自然感染に関する研究，衛生動物，7(1), 9-18, 
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Studies on五lariasisin Malaya : The e妊ectof resi-

dual insecticides on Mansonia (Mansonz'oz・des)longi-
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the latter is very few in houses though it is high in 

experimental infection rate. Consequently the house 

mosquito, C. p. pallens appears to be the only vector 

species of五lariaein these islets. In these islets any 

insecticides for household pests have been rarely used. 

For adult mosquitoes, residual sprays with DDT 

or Dieldrin were applied as will be stated below 

for all houses by a spacing method in the way that 

the finished solution were applied at the rate of 50 cc 

per叫uaremeter on every other strips of surface 

area about 30 cm in width. The sprays were applied 

against the ceilings and side walls for poor and low 

ceiling houses but for large and high ceiling houses 

the ceiling were omitted because very few mosquitoes 

were usually found resting on such ceilings. 

For the breeding places of larvae especially cess-

pools, fertilizer pits and rock or tide pools, 1% DDT 
emulsion was sprayed at the rate of 1 ppm against 

Name of islet No. of houses Mf. incidence 
Date of Res. Insecticide 

Dilution Area f~~~ed 
spray used per 

Yaburoki 33 20.61% July 25 
14.0~DDT + 

Lindane 1: 10 122m2 
paste 

Oshima 51 6.90% " 27 
5% Dieldrin 

1: 10 150m2 
Em. 

Noshima 38 5.26% II 30 50羽%，.i~T 1: 12.5 142m2 

( 51 ) 
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the volume of water, once a period from 7 to 10 

days exepting in Noshima where application of 

larvicide was neglected. 

Soon after the above treatments, in Y aburoki and 

Oshima, very few mosquitoes entering or remaining 

in house were observed. The states continued till 

the end of September. While in Noshima the reduc-

tion in number of mosquitoes invading houses was 

less remarkable and the number increased since mid-

August. The above experiments suggest that the 

residual sprays are not very effective but for about a 

month and a half if the control of lavae are neglected. 

B. Mass treatment with diethylcarbamazine 

for populations in endemic area of 

bancroftian五lari出 is

Micro五lariasurveys were made on the end of July, 

1958 at the islets, Noshima, Oshima and Yaburoki, 

for all the inhabitants including new born children 

with the following results: 

Name of Date of No. of Mf Per cent 
islet survey Inhabitants positive 

Noshima July 27 po
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5.26 

6.90 

20.61 

Oshima /1 24 

Y aburoki /1 25 
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It is projected that the drugs are given to all. 

people over five years old because of younger infants. 

being found to be healthy, in order to cure not only 

the micro五larial carriers detected positive by the 

examination of 20 cmm of peripheral blood but also・ 

those whose microfi.larial counts are too low to be 

found out by the examination of such a small amount 

of blood, and that the diethylcarbamazine is given 

in a dose of 2. 0 mg per kg body weight once a day 

on ten days or 20 mg/kg in total but in three diff-・ 

erent ways in the period of treatment. 

1st group (Noshima) every day for ten days 

2nd group (Oshima) once a week for ten weeks 

3rd group (Yaburoki) once a month for ten months. 

In the五rstand second groups the reductions in 

number of microfi.lariae began to occur generally 

after three doses. In the五rstgroup 63. 64% of the-

carriers remained still positive for五lariaeon the 

70th day after the end of treatment, while, in the 

second group only 50% were still positive on the 

40th day after the last dose, suggesting that the 

method applied to the second group app回 rsbetter 

that in the first group. 

In the third group three doses were only五nished

and the reduction in number of五lariaew出 also

observed but the results is still unknown now. 

These experiments are now under continuation and 

details will be reported on the other day. 
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